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令和２年竹田市農業委員会３回総会議事録 
 

１．日  時 令和２年３月６日(金)  午後１時３０分～午後２時５２分 

  

２．場  所 竹田市役所２階庁議室 

 

３．出席委員 1２名 

1 番 丹 統司、2番 小伏間敬雄、3番 佐藤 博一 、4番 本郷 敦子 

6 番 渡部美保子 、7番 馬場 一己、8番 和田 京子、9番 長野 幸生、10 番 志賀 一幸 

11番 工藤 一美、12番 原  眞治、13番 森  哲秀 

 

４．欠席委員 １名 

  5番 麻生 敏明 

   

５．農業委員会事務局職員 

  事務局長：坂本大蔵、次長兼管理係長：甲斐正寿、農地係長：工藤裕崇、管理係：津曲美香 

 

６．議事 

議案第１７号 農用地利用集積計画の承認について 農地中間管理事業分・・・・・・・・・・・４件 

議案第１８号 農用地利用配分計画案に対する農業委員会の意見について・・・・・・・・・・・４件 

議案第１９号 農用地利用集積計画の承認について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３５件 

議案第２０号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について・・・・・・・・・・・・・１２件 

議案第２１号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について・・・・・・・・・・・・・・１件 

議案第２２号 非農地証明について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５件 

議案第２３号 国有財産の売払いに伴う意見の決定について ・・・・・・・・・・・・・・・・１件 

議案第２４号 利用状況調査に基づく非農地の認定について ・・・・・・・・・・・・・・２４９件 

 

会長  あいさつ 

 

局長  ただいまの出席委員数は、１２人で定足数に達しています。 

 

議長 

  只今から、令和２年竹田市農業委員会第３回総会を開会いたします。 

本日の議事日程は、お手元に配布してあります日程表により、運営いたしますのでご了承願います。 

それでは、審議にはいります前に、議事録署名委員の指名を行います。 

議事録署名委員は、６番 渡部美保子委員、7番 馬場一己委員の両名を指名いたします。 

 

議長 
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  報告事項について、事務局より報告をお願いします。 

 

事務局 

 報告第５号について報告を申し上げます。 

農地法第１８条第６項の規定による農地の合意解約の通知が、１５件ありましたので報告します。 

６番、７番及び１１番の３案件は、議案第２０号の農地法第３条の所有権移転に関連し、合意解約するも 

のです。 

１２番から１５番の４案件は、議案第１９号の農用地利用集積計画に関連し、合意解約するものです。続き 

まして、報告第６号について報告を申し上げます。 

農地法第３条の３第１項の規定により、相続による所有権を取得したとの届出が、７件ありましたので報告 

します。 

 

議長 

  報告事項について、質問等ありませんか。 

（なしの声あり） 

 

議長 

  無いようです。これで報告事項は終了いたします。 

 

議長 

  次に議案の上程を行います。 

議案第１７号 農用地利用集積計画の承認について 農地中間管理事業分・・・・・・・・・・・４件 

議案第１８号 農用地利用配分計画案に対する農業委員会の意見について・・・・・・・・・・・４件 

議案第１９号 農用地利用集積計画の承認について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３５件 

議案第２０号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について・・・・・・・・・・・・・１２件 

議案第２１号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について・・・・・・・・・・・・・・１件 

議案第２２号 非農地証明について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５件 

議案第２３号 国有財産の売払いに伴う意見の決定について ・・・・・・・・・・・・・・・・１件 

議案第２４号 利用状況調査に基づく非農地の認定について ・・・・・・・・・・・・・・２４９件 

 

以上、３１１件を、本日の議案として提案いたします。 

 

議長 

  議案第１７号 農地中間管理事業に係る農用地利用集積計画の承認について を議題といたします。 

 議案の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 
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議案第１７号につきましては、事業の所管先であります農政課の井出係長から説明いたします。 

 

農政課 

１番から４番の案件は農地中間管理事業により、土地所有者から大分県農業農村振興公社へ１０年間の賃 

借権による権利の設定を行うものであります。 

 

議長 

 只今、議案第１７号について、事務局から説明がありましたが、ご意見、ご質疑はございませんか。 

（なしの声あり） 

 

議長 

 無いようですので討論を終結いたします。 

 議案第１７号について、これを承認することにご異議のない方は、挙手をお願いいたします。 

 

議長 

 全員挙手でありますので、ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第１７号 農地中間管理事業に係る農用地利用集積計画の承認についてはこれを承認すること 

 に決定します。 

 

議長 

 続いて、議案第１８号 農用地利用配分計画案に対する農業委員会の意見について を議題といたしま 

す。 

議案の説明を、事務局に求めます。 

 

事務局 

議案第１８号につきまして、事業の所管先であります農政課の井出係長から説明いたします。 

 

農政課 

先の議案第１７号におきまして土地所有者から大分県農業農村振興公社への権利設定の承認をいただき 

ましたが、議案第１８号の農用地利用配分計画案は、農地中間管理事業による１０年間の賃貸借による権 

利の設定を、大分県農業農村振興公社から借受人へ行うものであります。 

１番の借受人は、認定農業者である〇〇〇〇氏です。選定理由としましては、「地域の担い手で当該地域の 

人・農地プランの中心的経営体として位置づけられており、地域で調整済み」となっています。 

２番の借受人は、認定農業者である〇〇〇〇です。選定理由としましては、「人・農地プランの中心的経営 

体としてマッチングした結果」となっています。 

３番の借受人については、認定農業者である〇〇〇〇氏です。選定理由としましては、「人・農地プランの 

中心的経営体としてマッチングした結果」となっています。 
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４番の借受け人は、新規就農者の〇〇〇〇氏です。労力２名、白ネギ、高菜の野菜栽培中心の経営を計画し 

ています。選定理由としましては、「双方でマッチングした結果」となっています。 

  

議長 

 只今、議案第１８号について、事務局による説明がありましたが、ご意見、ご質疑はございませんか。 

 

9番 長野幸生委員 

４番の畑と牧場は別々ですか。 

 

農政課 

登記は牧場ですが、現況は畑となっています。元々は、牧場であったのですが、そこを〇〇〇〇が取得し 

畑にしています。 

 

議長 

  他にないですか。 

(なしの声あり) 

 

議長 

 無いようですので討論を終結いたします。 

 議案第１８号について、これを承認することにご異議のない方は、挙手をお願いいたします。 

 

議長 

 全員挙手でありますので、ご異議なしと認めます。 

よって、議案第１８号 農用地利用配分計画案に対する農業委員会の意見については、これを承認するこ 

とに決定します。 

ここで、休憩いたします。農政課の井出係長は、退席してください。ありがとうございました。 

（午後１時５５分） 

議長                                      （午後１時５６分） 

  それでは、再開します。議案第１９号 農用地利用集積計画の承認について を議題といたします。１４ 

番の案件について、農業委員会法第３１条に規定する議事参与の制限に該当すると思われますので、議事進 

行を志賀副会長に委ね、退席します。 

ここで、休憩いたします。                 （森会長は一時、退席）（午後１時５８分） 

 

議長（副会長）                                  （午後１時５８分） 

  それでは、議長を交代いたしまして、再開します。議案第１９号の１４番の説明を、事務局に求めます。 

 

事務局 
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 １４番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。５年間の賃貸借、新規設定です。労力２名、水稲栽培中心の 

農家であり、借受農地の効率的な利用が見込めます。 

 

議長（副会長） 

  只今、議案第１９号の１４番の案件について、事務局による説明がありましたが、ご意見、ご質疑はござ 

いませんか。 

（なしの声あり） 

 

議長（副会長） 

  無いようですので討論を終結いたします。 

議案第１９号の１４番について、これを承認することにご異議ない方は、挙手をお願いいたします。 

 

議長（副会長） 

  全員挙手でありますので、ご異議なしと認めます。 

よって、議案第１９号の１４番の農用地利用集積計画の承認については承認することに決定します。 

ここで、休憩いたします。                    （森会長着席） （午後２時１分） 

 

議長 

 それでは、再開します。議案第１９号の１番の説明を、事務局に求めます。 

 

事務局 

 １番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。５年間の賃貸借、新規設定です。労力２名、水稲栽培中心の農 

家であり、借受農地の効率的な利用が見込めます。 

２番の案件の借り手は、認定農業者である〇〇〇〇氏です。５年間の賃貸借、再設定です。 

３番の案件の借り手は、認定農業者である〇〇〇〇氏です。３年間の賃貸借、再設定です。 

４番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。５年間の使用貸借、再設定です。労力１名、水稲栽培中心の農家 

であり、借受農地の効率的な利用が見込めます。 

５番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。１年間の使用貸借、再設定です。労力２人、水稲栽培中心の農家 

であり、借受農地の効率的な利用が見込めます。 

６番及び９番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。５年間の賃貸借、再設定です。労力１名、水稲栽培中心 

の農家です。借受農地の効率的な利用が見込めます。 

７番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。５年間の賃貸借、再設定です。労力２名、水稲・野菜栽培中心の 

農家であり、借受農地の効率的な利用が見込めます。 

８番の案件の借り手は、認定農業者である〇〇〇〇氏です。６年間の賃貸借、再設定です。 

１０番の案件の借り手は、認定農業者である〇〇〇〇氏です。５年間の賃貸借、再設定です。 

１１番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。５年２ヶ月間の賃貸借、新規設定です。労力１名、水稲栽培中 

心の農家であり、借受農地の効率的な利用が見込めます。 
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１２番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。５年間の使用貸借、新規設定です。 

１３番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。５年間の使用貸借、再設定です。 

１５番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。５年間の賃貸借、再設定です。 

１６番の案件の借り手は、認定農業者である〇〇〇〇氏です。５年間の使用貸借、再設定です。労力１名 

水稲・野菜栽培中心の農家であり、借受農地の効率的な利用が見込めます。 

１７番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。４年１０ヶ月間の賃貸借、新規設定です。労力１名、野菜栽培 

中心の農家であり、借受農地の効率的な利用が見込めます。 

１８番の案件の借り手は、認定農業者である〇〇〇〇氏です。１０年間の賃貸借、再設定です。 

１９番の案件の借り手は、認定農業者である〇〇〇〇氏です。５年間の賃貸借、再設定です。労力３名、水 

稲栽培・畜産中心の農家であり、借受農地の効率的な利用が見込めます。 

２０番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。５年間の賃貸借、再設定です。労力１名、水稲栽培中心の農家 

であり、借受農地の効率的な利用が見込めます。 

２１番の案件の借り手は、認定農業者である〇〇〇〇氏です。５年間の賃貸借、再設定です。 

２２番の案件の借り手は、認定農業者である〇〇〇〇氏です。５年間の賃貸借、再設定です。労力２名、水 

稲栽培・畜産中心の農家であり、借受農地の効率的な利用が見込めます。 

２３番の案件の借り手は、認定農業者である〇〇〇〇氏です。１０年間の使用貸借、再設定です。 

２４番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。５年間の賃貸借、再設定です。労力２名、水稲栽培中心の農家 

であり、借受農地の効率的な利用が見込めます。 

２５番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。５年間の賃貸借、再設定です。労力２名、水稲栽培中心の農家 

であり、借受農地の効率的な利用が見込めます。 

２６番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。５年間の使用貸借、再設定です。労力１名、水稲栽培中心の農 

家であり、借受農地の効率的な利用が見込めます。 

２７番の案件の借り手は、認定農業者である〇〇〇〇氏です。４年１１ヶ月間の賃貸借、再設定です。 

２８番の案件の借り手は、認定農業者である〇〇〇〇氏です。１０年間の賃貸借、再設定です。 

２９番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。２年間の賃貸借、再設定です。労力２名、水稲栽培中心の農家 

であり、借受農地の効率的な利用が見込めます。 

３０番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。１年間の賃貸借、新規設定です。 

３１番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。１０年間の使用貸借、再設定です。 

３２番の案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。３年間の賃貸借、再設定です。労力４名、畜産中心の農家であ 

り、借受農地の効率的な利用が見込めます。 

３３番から３５番の 3案件の借り手は、〇〇〇〇氏です。５年間の賃貸借、再設定です。 

全ての案件について現地調査した農地利用最適化推進委員から、借り手は農業経営に必要な要件をすべて満 

たしており、問題ないとの報告を頂いています。 

 

議長 

  只今、議案第１９号の１４番を除く１番から３５番までの３４案件について、事務局による説明がありま 

したが、ご意見、ご質疑はございませんか。 
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（なしの声あり） 

 

議長 

  無いようですので討論を終結いたします。 

議案第１９号について、これを承認することにご異議ない方は、挙手をお願いいたします。 

 

議長 

  全員挙手でありますので、ご異議なしと認めます。 

よって、議案第１９号の農用地利用集積計画の承認については承認することに決定します。 

 

議長 

  続いて、議案第２０号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

１番の説明を、事務局に求めます。 

 

事務局 

 議案第２０号の１番の案件は譲渡人 持分２分の１ 〇〇〇〇氏から譲受人〇〇〇〇氏へ、申請地の竹田 

市大字三宅字不納戸〇〇〇〇番 外１筆 田２筆 合計面積６４１平方メートルを所有権移転するもので 

す。 

譲受人の取得後の経営規模は、５,４６２平方メートルとなり、下限面積要件を充たしています。 

 

議長 

  ８番 和田京子委員に調査報告をお願いします。 

 

８番 和田京子委員 

  議案第２０号の１番の調査報告をいたします。 

譲受人の労力は２名です。農機具は、トラクター１台を所有しており野菜・果樹栽培中心の農家で農地全部 

の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込まれます。また、周辺の農地の農業上の効率的かつ、 

総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。 

よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

  続いて、議案第２０号の２番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

  議案第２０号の２番の案件は譲渡人〇〇〇〇氏から譲受人〇〇〇〇氏へ、申請地の竹田市大字飛田川字橋 

本〇〇〇〇番 外７筆 田３筆、畑５筆 合計面積１６,６４２．２８平方メートルを所有権移転するもの 

です。譲受人の取得後の経営規模は、２１,９１７．２８平方メートルとなり、下限面積要件を充たしてい 
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ます。 

 

議長 

 ６番 渡部美保子委員に調査報告をお願いします。 

 

６番 渡部美保子委員 

 議案第２０号の２番の調査報告をいたします。 

譲受人の労力は２名です。農機具は、トラクター２台を所有しており水稲・野菜栽培中心の農家で農地全部 

の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込まれます。また、周辺の農地の農業上の効率的かつ、 

総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。 

よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

  続いて、議案第２０号の３番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

 議案第２０号の３番の案件は譲渡人〇〇〇〇氏から譲受人〇〇〇〇氏へ、申請地の竹田市大字九重野字向 

田〇〇〇〇番 外２筆 田３筆 合計面積４,３９８平方メートルを所有権移転するものです。譲受人の取 

得後の経営規模は、２９,４０６平方メートルとなり、下限面積要件を充たします。 

 

議長 

 ３番 佐藤博一委員に調査報告をお願いします。 

 

３番 佐藤博一委員 

 議案第２０号の３番の調査報告をいたします。 

譲受人の労力は１名です。農機具は、トラクター1台・コンバイン１台・田植え機１台を所有しており水稲 

・野菜栽培特にピーマン中心の農家で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込まれま 

す。また、周辺の農地の農業上の効率的かつ、総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。 

よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

  続いて、議案第２０号の４番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

 議案第２０号の４番の案件は譲渡人〇〇〇〇氏から譲受人〇〇〇〇氏へ、申請地の竹田市大字九重野字カ 

ゴメウラ〇〇〇〇番 田１筆 面積３,５９８平方メートルを所有権移転するものです。譲受人の取得後の 

経営規模は、５,２２２平方メートルとなり、下限面積要件を充たしています。 
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議長 

 ３番 佐藤博一委員に調査報告をお願いします。 

 

３番 佐藤博一委員 

  議案第２０号の４番の調査報告をいたします。 

譲受人の労力は１名です。農機具は、トラクター1台を所有しており稲作中心の農家で農地全部の効率的な 

利用と、農作業に常時従事することが見込まれます。また、周辺の農地の農業上の効率的かつ、総合的な利 

用の確保に支障は生じないと思われます。 

よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

  続いて、議案第２０号の５番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

 議案第２０号の５番の案件は譲渡人〇〇〇〇氏から譲受人〇〇〇〇氏へ、申請地の竹田市大字吉田字前 

〇〇〇〇番 田１筆 面積６２４平方メートルを所有権移転するものです。譲受人の取得後の経営面積は 

１１,５８５平方メートルとなり、下限面積要件を充たします。 

 

議長 

  １番 丹統司委員に調査報告をお願いします。 

 

１番 丹統司委員 

  議案第２０号の５番の調査報告をいたします。 

譲受人の労力は１名です。農機具は、田植え機１台・耕運機２台を所有しており水稲・野菜・果樹栽培中心 

の農家で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込まれます。また、周辺の農地の農業 

上の効率的かつ、総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。 

よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

  続いて、議案第２０号の６番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

 議案第２０号の６番の案件は譲渡人〇〇〇〇氏から譲受人〇〇〇〇氏へ、申請地の竹田市大字渡瀬字渡瀬 

〇〇〇〇番 田１筆 面積１,７２０平方メートルを所有権移転するものです。譲受人の取得後の経営規模 

は、１１,５０６．２２平方メートルとなり、下限面積要件を充たしています。 

 

議長 
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  １番 丹統司委員に調査報告をお願いします。 

 

１番 丹統司委員 

  議案第２０号の６番の調査報告をいたします。 

譲受人の労力は２名です。農機具は、運搬機と動力噴霧器と草刈り機を所有しておりカボス栽培中心の農家 

で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込まれます。 

また、周辺の農地の農業上の効率的かつ、総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。よって、許 

可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

  続いて、議案第２０号の７番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

 議案第２０号の７番の案件は、譲渡人〇〇〇〇氏から譲受人〇〇〇〇氏へ、申請地の竹田市大字久保字仲 

村〇〇〇〇番 外１０筆 田８筆、畑３筆 合計面積１７,１４２平方メートルを所有権移転するものです。 

譲受人の取得後の経営規模は、１７,１４２平方メートルとなり、下限面積要件を充たしています。 

 

議長 

 ９番 長野幸生委員に調査報告をお願いします。 

 

９番 長野幸生委員 

  議案第２０号の７番の調査報告をいたします。 

譲受人の労力は１名です。農機具は、トラクター１台・コンバイン１台・田植え機１台を所有しており水稲 

・野菜・栽培中心の農家で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込まれます。また、 

周辺の農地の農業上の効率的かつ、総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。よって、許可要件 

のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。  

 

議長 

  続いて、議案第２０号の８番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

 議案第２０号の８番の案件は譲渡人〇〇〇〇氏から譲受人〇〇〇〇氏へ、申請地の竹田市大字米納字尾崎 

〇〇〇〇番 田１筆 面積６０２平方メートルを所有権移転するものです。譲受人の取得後の経営規模は、 

５,５９１平方メートルとなり、下限面積要件を充たします。 

 

議長 

  ６番 渡部美保子委員に調査報告をお願いします。 
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６番 渡部美保子委員 

  議案第２０号の８番の調査報告をいたします。 

譲受人の労力は２名です。農機具は、トラクター１台を所有しており稲作・野菜栽培中心の農家で農地全部 

の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込まれます。また、周辺の農地の農業上の効率的かつ、 

総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のと 

おり許可に相当すると考えます。  

 

議長 

  続いて、議案第２０号の９番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

 議案第２０号の９番の案件は譲渡人〇〇〇〇氏から譲受人〇〇〇〇氏へ、申請地の竹田市大字小川字熊地 

〇〇〇〇番 外２筆 田３筆 合計面積４,９５７平方メートルを所有権移転するものです。譲受人の取得 

後の経営規模は、１７,３７７平方メートルとなり、下限面積要件を充たしています。 

 

議長 

  ６番 渡部美保子委員に調査報告をお願いします。 

 

６番 渡部美保子委員 

  議案第２０号の９番の調査報告をいたします。 

譲受人の労力は２名です。農機具は、トラクター1台・コンバイン１台・田植え機１台を所有しており水稲 

栽培および畜産中心の農家で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込まれます。また、 

周辺の農地の農業上の効率的かつ、総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。 

よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。  

 

議長 

  続いて、議案第２０号の１０番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

  議案第２０号の１０番の案件は譲渡人〇〇〇〇氏から譲受人〇〇〇〇氏へ、申請地の竹田市荻町高城字前 

原〇〇〇〇番 外１筆 田２筆 合計面積３,８０４平方メートルを所有権移転するものです。譲受人の取 

得後の経営規模は、５２,６３６．９０平方メートルとなり、下限面積要件を充たします。 

 

議長 

  ２番 小伏間敬雄委員に調査報告をお願いします。 

 

２番 小伏間敬雄委員 
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  議案第２０号の１０番の調査報告をいたします。 

譲受人の労力は２名です。農機具は、トラクター３台とコンバイン１台・田植え機１台を所有しており水稲 

・野菜栽培中心の農家で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込まれます。また、周 

辺の農地の農業上の効率的かつ、総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。 

よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。  

 

議長 

  続いて、議案第２０号の１１番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

  議案第２０号の１１番の案件は譲渡人〇〇〇〇氏から譲受人〇〇〇〇氏へ、申請地の竹田市直入町大字長 

湯字南ヶ代〇〇〇〇番 外２筆 田３筆 合計面積４,１８０平方メートルを所有権移転するものです。 

譲受人の取得後の経営規模は、２８,４３２平方メートルとなり、下限面積要件を充たしています。 

 

議長 

  ７番 馬場一己委員に調査報告をお願いします。 

 

７番 馬場一己委員 

  議案第２０号の１１番の調査報告をいたします。 

譲受人の労力は２名です。農機具は、トラクター３台・コンバイン１台を所有しており水稲・飼料用稲栽培 

および畜産中心の農家で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込まれます。また、周 

辺の農地の農業上の効率的かつ、総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。 

よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。  

 

議長 

  続いて、議案第２０号の１２番の説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

  議案第２０号の１２番の案件は譲渡人〇〇〇〇氏から譲受人〇〇〇〇氏へ、申請地の竹田市直入町大字長 

湯字鑰小野〇〇〇〇番 外１筆 田２筆 合計面積２,４１８平方メートルを所有権移転するものです。譲 

受人の取得後の経営規模は、３１,５０４平方メートルとなり、下限面積要件を充たしています。 

 

議長 

  ７番 馬場一己委員に調査報告をお願いします。 

 

７番 馬場一己委員 

  議案第２０号の１２番の調査報告をいたします。 
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譲受人の労力は１名です。農機具は、トラクター２台・コンバイン１台・田植え機１台を所有しており稲作 

及び畜産中心の農家で農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込まれます。また、周辺

の農地の農業上の効率的かつ、総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。 

よって、許可要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。  

 

議長 

  只今、議案第２０号について調査報告がありましたが、ご意見、ご質問はありませんか。 

 

３番 佐藤博一委員 

  １１番と１２番は、住所が北九州になっており、規模縮小になっていますが、今まで耕作をしていたので 

すか。 

 

事務局 

北九州市小倉南区となっています。両親が亡くなり、この方が〇〇〇〇に勤務しているので、農業をする 

 ことが困難になったということです。 

 

議長 

 他にないですか。 

（なしの声あり） 

 

議長 

ないようですので討論を終結いたします。 

議案第２０号について、これを許可することにご異議ない方は、挙手をお願いします。 

 

議長 

  全員挙手でありますので、ご異議なしと認めます。 

よって、議案第２０号はこれを許可することに決定します。 

 

議長 

  続いて、議案第２１号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について、１番の説明を事務局に求め 

ます。 

 

事務局 

 議案第２１号の１番の案件は、申請地 竹田市直入町大字下田北字平園〇〇〇〇番 面積８９６平方メ 

ートルの畑です。この申請地は農用地区域外の農地で、ほ場整備等 農業公共投資の対象となっていない小 

集団の生産性の低い第２種農地です。転用目的は、植林用地です。申請地は、母が野菜栽培をしていました 

が、高齢で農地として管理できなくなり、スギとさくらの植林を計画したものです。雨水は自然浸透する計 
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画です。工事期間は、許可後から令和２年５月３１日までを予定しています。転用許可基準は、「申請に係 

る農地に変えて周辺の他の土地を供することにより当該申請に係る事業の目的を達成することができない 

場合」に該当すると考えられます。 

 

議長 

 １１番 工藤一美委員に調査報告をお願いします。 

 

１１番 工藤一美委員 

 現地確認の結果、周辺農地への日照等に支障を及ぼす虞がなく、計画を実施できることが確実と認められ 

るため、原案のとおり許可に相当すると考えます。 

 

議長 

  只今、議案第２１号について調査報告がありましたが、ご意見・ご質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

 

議長 

  無いようですので討論を終結いたします。 

議案第２１号について、許可相当として意見を付して、大分県知事に進達することにご異議ない方は挙手を 

お願いします。 

 

議長 

  全員挙手でありますので、ご異議なしと認めます。 

よって、議案第２１号については、許可相当として意見を付して大分県知事に進達いたします。 

 

議長 

  続いて、議案第２２号 非農地証明について、農地法第２条第１項に規定する農地に該当しない旨の証明 

願が提出されましたので、証明書を発行してよいか意見を求めます。 

１番の案件について、事務局に説明を求めます。 

 

事務局 

 議案第２２号の１番の案件は、申請者 〇〇〇〇氏の所有する、申請地 竹田市大字平田字有添田〇〇〇 

〇番 外３筆 登記地目 田４筆 合計面積１，７９６平方メートルの土地です。稲葉川に隣接した土地で、 

度重なる災害で水没するため平成元年頃から管理ができなくなりました。その後、平成２１年に特定事業の 

盛土工事を行い、資材集積場として利用するため特定事業許可を受けました。現況は雑種地となっています。 

始末書が添付されています。 

 

議長 
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  ８番 和田京子委員に調査報告をお願いします。 

 

８番 和田京子委員 

  １番の調査報告を致します。現地確認の結果、現状は雑種地となっております。現状からみて、農地への 

復旧が困難と思われます。よって、非農地証明をすることに問題はないと考えます。 

 

議長 

  続いて、２番の案件について説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

 議案第２２号の２番の案件は、申請者 〇〇〇〇氏の所有する、申請地 竹田市大字太田字牧〇〇〇〇番 

外５筆 登記地目 畑５筆、宅地１筆 合計面積２，５２０平方メートルの土地です。周囲を山に囲まれ、 

管理していた父が高齢となり、平成３年頃から農地の管理ができなくなりました。現況は山林・原野となっ 

ています。始末書が添付されています。 

 

議長 

  ８番 和田京子委員に調査報告をお願いします。 

 

８番 和田京子委員 

  ２番の案件の調査報告を致します。現地確認の結果、現状は山林・原野となっております。現状からみて、 

農地への復旧が困難と思われます。よって、非農地証明をすることに問題はないと考えます。 

 

議長 

  続いて、３番の案件について説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

 議案第２２号の３番の案件は、申請者 〇〇〇〇氏の所有する、申請地 竹田市荻町木下字南ケ迫〇〇〇 

〇番 登記地目 畑１筆 面積２，５３２平方メートルの土地です。周囲を山に囲まれ獣害がひどいうえ、 

日当たりが悪く農地として管理できなくなり、平成９年頃、ヒノキを植林しました。現況は山林となってい 

ます。始末書が添付されています。 

 

議長 

  １２番 原眞治委員に調査報告をお願いします。 

 

１２番 原眞治委員 

  ３番の案件の調査報告を致します。現地確認の結果、現状は山林となっております。現状からみて、農地 

への復旧が困難と思われます。よって、非農地証明をすることに問題はないと考えます。 
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議長 

  続いて、４番の案件について説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

 議案第２２号の４番の案件は、申請者 〇〇〇〇氏の所有する、申請地 竹田市荻町柏原字高平〇〇〇〇 

番 登記地目 畑１筆 面積２，８９９平方メートルの土地です。父が農地の管理をしていましたが管理が 

できなくなり、昭和５０年頃に植林しました。現況は山林となっています。始末書が添付されています。 

 

議長 

  １２番 原眞治委員に調査報告をお願いします。 

 

１２番 原眞治委員 

  ４番の案件の調査報告を致します。現地確認の結果、現状は山林となっております。現状からみて、農地 

への復旧が困難と思われます。よって、非農地証明をすることに問題はないと考えます。 

 

議長 

  続いて、５番の案件について説明を事務局に求めます。 

 

事務局 

 議案第２２号の５番の案件は、相続人の〇〇〇〇氏が申請する、申請地 竹田市荻町田代字下原〇〇〇〇 

番 外２筆 登記地目 田３筆 合計面積２，３３２平方メートルの土地です。周囲を山に囲まれ傾斜地に 

ある土地のため管理が難しく、平成５年頃から農地の管理ができなくなりました。現況は山林となっていま 

す。始末書が添付されています。 

 

議長 

  １２番 原眞治委員に調査報告をお願いします。 

 

１２番 原眞治委員 

  ５番の案件の調査報告を致します。現地確認の結果、現状は山林となっております。現状からみて、農地 

への復旧が困難と思われます。よって、非農地証明をすることに問題はないと考えます。 

 

議長 

  只今、議案第２２号について、担当委員による報告がありましたが、ご意見、質疑はありませんか。 

 

３番 佐藤博一委員 

 ４番の案件ですが、両脇に農地があるが、木が植わっていることで日陰になるなどの影響はないのですか 
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１２番 原眞治委員 

  両脇の農地が東側と西側にあり、木もくぬぎなので影響はあまりないと考えられます。 

 

９番 長野幸生委員 

 過去に宮城の○○○○で、こういう状況の時に境から５メートル木を切ってくれとの事例がありました。 

  

１０番 志賀一幸委員 

 昔から植林するときは、何メートルか下げて植えなければいけないといわれています。しかし、今は境に 

植えていますね。 

 

議長 

他にないですか。 

（なしの声あり） 

 

議長 

  無いようですので討論を終結いたします。 

議案第２２号について、非農地証明書を発行することにご異議ない方は、挙手をお願いいたします。 

 

議長 

  全員挙手でありますので、ご異議なしと認めます。 

よって、議案第２２号 非農地証明については、これを承認することに決定します。 

 

議長 

  続いて、議案第２３号 国有財産の売払いに伴う意見の決定について、譲受人が農地法第４６条に規定す 

る農業者に該当しているか、意見を求めます。 

１番の案件について、事務局に説明を求めます。 

 

事務局 

  議案第２３号につきまして、所有者の農林水産省から国有財産の売払い先として、譲受人が妥当であるか、 

否かの意見を求められています。国有地の竹田市大字今字小原〇〇〇〇番 畑１筆 合計面積９３７平方メ 

ートルを〇〇〇〇へ払い下げるものです。 

 譲受人は、酪農振興に必要な施設を有し、試験研究や乳牛及び肉用牛の経営・流通に関する事業を行って 

いる法人です。役員５名は農業に従事しており、畑地などで飼料を生産しています。農機具は、トラクター 

３台を所有し、取得後の経営規模は、３３５,９４５平方メートルで、下限面積要件を充たします。 

 本件の周辺の農地は、〇〇〇〇が所有しており、県単事業により周辺の農道整備等の基盤整備事業が計画 

されています。農地全部の効率的な利用と、農作業に常時従事することが見込まれます。また、周辺の農地 

の農業上の効率的かつ、総合的な利用の確保に支障は生じないと思われます。 
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よって、農地法第４６条の要件のすべてを充たしており、原案のとおり許可に相当すると考えます。  

 

議長 

  只今、議案第２３号について事務局から報告がありましたが、ご意見、ご質問はありませんか。 

 

９番 長野幸生委員 

  〇〇〇〇が持っている牧場はどこですか。 

 

事務局 

  写真を見ていただきたいのですが、白く写っている建物の左側が牧場になります。 

 

９番 長野幸生委員 

  〇〇〇〇が持っている牧場の中に国有地があったということですね。 

 

議長 

他にないですか。 

（なしの声あり） 

 

議長 

  ないようですので討論を終結いたします。 

議案第２３号について、許可相当として意見を付して、九州農政局に進達することにご異議ない方は挙手を 

お願いします。 

 

議長 

  全員挙手でありますので、ご異議なしと認めます。 

よって、議案第２３号については、許可相当として意見を付して九州農政局に進達いたします。 

 

議長 

  続いて、議案第２４号 利用状況調査に基づく非農地認定について を議題といたします。事務局に説明 

を求めます。 

 

事務局 

 議案第２４号の案件は、利用状況調査を実施した結果、Ｂ分類の荒廃農地と判断された農地について、農 

地への復旧が困難で非農地認定をすることに問題はないか意見を求めるものです。今回は、田１３９筆、面 

積７８，８１６平方メートル、畑１０７筆、面積４９，６３３．４平方メートル、その他３筆、面積４３０ 

平方メートル、合計２４９筆、面積１２８，８７９．４平方メートルを非農地として認定するものです。そ 

のうち農業振興地域の農用地区域内の農地は、２９筆、面積２６，２８９平方メートルです。ほ場整備済の 



 

- 19 - 

農地は含まれていません。 

内訳として、竹田地域では、田１００筆、面積４２，３４５平方メートル、畑７７筆、面積 ３２，71４ 

平方メートル、その他３筆、４３０平方メートル、合計１８０筆、面積７５，４８９．４平方メートルです。 

荻地域では、田１０筆、面積４，８９５平方メートル、畑１５筆、面積８，５３２平方メートル、合計 

２５筆、面積１３，４２７平方メートルです。 

久住地域では、田２２筆、面積１３，７０３平方メートル、畑１４筆、面積７，６７０平方メートル、合 

計３６筆、面積２１，３７３平方メートルです。 

直入地域では、田７筆、面積１７，８７３平方メートル、畑１筆、面積７１７平方メートル、合計８筆、 

面積１８，５９０平方メートルです。 

 

議長 

 只今、事務局による説明がありましたが、ご意見・質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

 

議長 

  無いようですので討論を終結いたします。 

議案第２４号について、非農地認定をすることにご異議ない方は、挙手をお願いいたします。 

 

議長 

  全員挙手でありますので、ご異議なしと認めます。 

よって、議案第２４号 非農地認定についてはこれを承認することに決定します。 

 

議長 

  これで、本日提出いたしました議案の審議は全て終了いたしました。 

以上をもちまして、令和２年竹田市農業委員会 第３回総会を閉会いたします。ご協力誠にありがとうござ 

いました。                                【閉会：午後２時５２分】 
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